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1. はじめに 

インターネットが社会に浸透するに従い、多くの人が

BlogやSNSを使うようになり、人々のライフスタイルを

Web サービス上に表明するようになってきている。この

ような状況下、社会調査も、アンケート調査をするという

ものだけではなく、Web にある人々の声を拾う、ソーシ

ャルリスニング[1]が一分野になってきている。ソーシャ

ルリスニングのためのツールが求められている。  

このようなツールは、あらかじめ明確な答えがないた

め、探索的アプローチになってしまう。そのため、探索を

支援するツールであるべきだ。この探索のためには、機械

処理の結果を見せるだけのシステムではいけない。人間

の背景知識や分析意図を結果に反映させるようなもので

なくてはならない。そのため、インタラクティブ性は重要

であり、人間とデータと機械処理が融合するような、知的

インタラクティブシステム[2]である必要がある。 

このような目的のために、以前に私は、「ひっぱるくん」

を開発した[3]。本論では、共起関係のデータを用いてそ

の関係の構造化を行うツールとして、「こうぞうくん」を

開発した。 

2. ツール開発のコンセプト 

この論文のツールで扱うのは、バスケット分析の可視

化である。商品の購買履歴や、自然言語を形態素解析後の

データを用いた分析である。共起関係に基づきアイテム

間の関係を可視化する。これにより、商品購買なら、購買

の関係図、自然言語なら、言葉の関係図を作り、データに

ある構造を読み解くことができるというものである。  

このようなデータを分析するために、縦列をクラスタ、横

列を頻度のレイヤーの二軸を使い、表形式でインタラク

ティブに表すツールを作成した。これは、山崎[4]の論文

において社会分析に使われた手法のツール化である。 

最終的には、Fig.1のような可視化を行う。 

以下、作成したコンセプトを示す。 

2.1  べき乗分布とレイヤー 

自然言語でのジップの法則[5]、マーケティングで言う

ロングテール[6]は、べき乗分布ゆえの現象である。べき

乗分布を分析するのには、ピラミッド状にデータを分割

する必要がある。このために、レイヤー分割ということを

行う。頻度の最頻値と、最低値の対数を取り、それを当分

割したものを区切りとして、頻度の層を作る。このように

すると、一番上のレイヤーが、メジャーなもの、一番下の

ものがマイナーなものとなり、配置により、データの規模

感を把握できるようにしている。 
 

 

Fig.1 

2.2 インタラクティブな関係の表示とクラスタリン

グ  

関係性の表示のために、アイテムのクリック時、関係が

強いアイテムに色を付けるということをしている。これ

は、グラフにおける、エッジを、インタラクティブに見せ

ていることに相当する。そのため、複雑な模様になってし

まいがちなネットワーク図と同じ情報をすっきりと見せ

るようにしている。縦の列で、なるべく関係の強いもので

固めるという形で、クラスタリングを行う。教師なしで、

関係のみを用いで行うため、これは自己組織化させてい

るともいえる。Fig.2において、赤は選択したアイテムで

あり、橙色は、関係しているアイテム。薄い橙は、弱い関

係である。ネットワークを可視化しているといえる。 た

だ、クラスタリングした結果を見るというものではなく、

その結果から、分析者の考えによって、違うところにアイ

テムがあると収まりがいいと思った時、それを移動する

ことができるようにしている。 

 

Fig.2 
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2.3 制約付きクラスタリング 

分析者自身がアイテムの移動を行うことができること

を積極的に組み込むために、制約付きクラスタリング[7]

の仕組みを取り込んだ。制約付きクラスタリングとは、半

教師付きクラスタリングともいわれ、少しの教師データ

を加えた上で、クラスタリングを行うものである。ここで

は、場所を移動しないという制約を加える事をできるよ

うにしている。このようにすることで、クラスタリング時

に、必ず一緒のクラスタになるもの、必ず違うクラスタに

なるものを指定することができる。Fig3.のチェックを入

れたアイテムが動かないと指定できる。このようにする

ことで、分析者自身が考えるクラスタの塊に近づける形

でデータとの対話を可能とする。 

  

Fig.3 

2.4 概念化、メタ認知 

このようなクラスタリングによる、データの可視化だけ

では不十分である。社会学的分析にするためには、概念化

が必要である[8]。概念化とは、分析の全体像を考えるこ

とであり、それにしたがって、クラスタを表す言葉を探し、

名付け、その塊を分析者が把握することである。そのよう

な概念化をすることで、事象の解釈が可能になる。この行

為は、認知科学的に言えば、メタ認知による言葉での外化

である[9]。そのため、クラスタに名前をつけられるよう

にしている。  

2.5 マップ化による可視化 

表形式では、クラスタ間の関係がわからない。そのため、

クラスタをノードとした、グラフを作成できるようにし

ている。(Fig4)ノードの名前は、名付けていないと、素っ

気ない機械的な名前にすることで、積極的にクラスタに

名前をつけることを促進している。 また、関係性の実デ

ータが見えるようにもしている。 

  

Fig.4 

3. 実装 

以上のような、べき乗分布、インタラクティブ性、制約

付きクラスタリング、概念化を行い、概念間の関係の可視

化を行うツールを作成した。プログラミングを言語は、C#

で、Silverlight で作成し、Web で公開している。URL は

http://kiichi.azurewebsites.net/ である。Silverlight のため、

プラグインが使える状態にあれば、簡単にブラウザ上で

ツールを使うことができる。このため、授業などの場では、

インストールトラブルなく、使うことができた。 

4. おわりに 

このツールを使い、実際にデータを分析した。対象とした

のは、ミクシーのコミュニティのデータや、クックパッド

のレシピのデータ、ツイッターでのつぶやきの分析を行

った。探索的に、データから概念的な塊の把握に使えるこ

とが確認された。また、このツールを使った授業も行った。

ブラウザ上で行うことができるので、統一した環境での

演習を行うことができた。学生たちのツールの習熟には、

時間がかからず、データの中から概念を見つけ出すとい

う本来的な作業に集中することができた。そして、分析し

た結果をプレゼンさせるということを行った。各々の試

行錯誤し、考えた形跡が見て取れた。しかし、授業として

の満足度を上げるためには、魅力的な分析用のデータを

用意することの必要性と難しさを痛感した。この概念化

のためには、簡単に答えがでてしまうのではよくないが、

授業として扱うには、ある程度の簡単で理解しやすいデ

ータである必要が有るためである。 
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